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去
る
七
月
三
十
日
、
天
寿
を
全
う
さ
れ
ご
逝
去
な
さ

れ
ま
し
た
李
登
輝
さ
ま
の
尊
い
ご
人
徳
と
多
大
な
功
績

を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
に
中
華
民
国
江

西
省
九
江
市
で
生
ま
れ
、
引
揚
船
の
中
を
か
す
か
に
記

憶
し
て
お
り
ま
す
。
政
治
と
の
関
わ
り
は
一
九
八
〇
年

に
当
選
し
た
防
府
市
議
（
一
期
）
か
ら
始
ま
り
、
山
口

県
議
（
三
期
）
を
経
て
一
九
九
八
年
よ
り
防
府
市
長
に

就
任
、
二
〇
一
八
年
ま
で
二
十
年
（
五
期
）
務
め
、
地

方
自
治
一
筋
に
歩
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

台
湾
と
私
の
出
逢
い
は
、
山
口
県
議
会
自
由
民
主
党

日
華
議
連
が
ス
タ
ー
ト
で
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
強
く

な
り
、
人
の
輪
も
拡
が
り
、
李
登
輝
さ
ま
が
総
統
に
就

任
さ
れ
た
一
九
八
八
年
頃
か
ら
は
年
一
回
は
必
ず
訪
台

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
目
覚
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
ゆ
く
台
北
の
変
貌

ぶ
り
に
驚
く
な
か
、
十
数
回
目
の
訪
台
と
な
っ
た
一
九

九
六
年
に
は
台
北
・
陽
明
山
の
交
流
協
会
代
表
公
邸
に

後
藤
利
雄
代
表
を
訪
ね
、
親
し
く
歓
談
の
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
よ
り
私
は
、
以
前
に
も
増
し

て
今
こ
そ
台
湾
に
学
ば
な
け
れ
ば
⋮
⋮
と
真
剣
に
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

防
府
市
長
に
就
任
後
は
市
政
改
革
な
ど
の
公
務
に
忙

殺
さ
れ
、
台
湾
へ
の
訪
問
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
十

年
も
続
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、
李
登
輝
さ

ま
の
教
育
改
革
、
民
主
化
推
進
、
政
治
経
済
の
大
胆
な

改
革
等
を
新
聞
、
書
物
を
通
し
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

李
登
輝
さ
ま
に
お
逢
い
し
て
ご
指
導
を
仰
ぎ
た
い
と
い

う
願
望
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
愛
読
し
て
い
る
月
刊
誌
『
致
知
』
よ
り
李
登
輝

さ
ま
秘
書
の
小
栗
山
雪
枝
さ
ん
を
ご
紹
介
頂
き
、
二
〇

一
一
年
十
二
月
三
十
日
、
念
願
叶
い
数
名
の
友
人
や
家

台
湾
と
私 
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内
と
と
も
に
李
登
輝
さ
ま
の
事
務
所
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
く
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
地
方

自
治
体
と
国
の
関
わ
り
、
正
し
い
歴
史
認
識
に
基
づ
く

学
校
教
育
の
重
要
性
等
ご
質
問
と
ご
指
導
を
親
し
く
賜

り
、
そ
の
後
の
「
教
育
再
生
首
長
会
議
」
設
立
の
動
機

付
け
と
な
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

二
回
目
は
、
李
登
輝
さ
ま
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

台
湾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
重
鎮
の
顔
志
發
さ
ま
（
国
策

顧
問
）
と
ご
一
緒
に
二
〇
一
三
年
二
月
二
十
二
日
に
お

目
に
か
か
り
ま
し
た
。
四
時
間
に
も
わ
た
っ
て
十
六
名

の
防
府
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に

対
応
し
て
下
さ
り
、
一
同
深
い
感
銘
に
浸
り
ま
し
た
。

三
回
目
は
二
〇
一
六
年
七
月
三
十
日
、
李
登
輝
さ
ま

が
全
国
青
年
市
長
会
の
招
聘
で
石
垣
島
を
訪
問
さ
れ
た

時
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
全
国
市
長
会
の
リ
ー
ダ
ー
を

し
て
い
た
時
で
、
李
登
輝
さ
ま
が
強
い
期
待
を
寄
せ
ら

れ
て
い
た
安
倍
晋
三
総
理
へ
の
伝
言
を
お
聴
き
し
、
全

国
青
年
市
長
会
会
長
の
吉よ

し

田だ

信し
ん

解げ

・
本
庄
市
長
、
副
会

長
の
中
山
義
隆
・
石
垣
市
長
と
も
ど
も
胸
を
打
た
れ
、

そ
の
感
動
が
「
日
台
交
流
基
本
法
」
制
定
を
国
に
働
き

か
け
る
活
動
の
ス
タ
ー
ト
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
七
月
三
十
日
、
李
登
輝
さ
ま
ご
永
眠
。

こ
の
大
事
は
、
三
ヵ
月
後
の
十
月
二
十
六
日
に
石
川
県

加
賀
市
で
開
催
の
「
第
六
回
日
台
交
流
サ
ミ
ッ
ト
in
加

賀
」
の
主
催
者
や
親
台
市
長
と
し
て
名
高
い
宮み
や

元も
と

陸り
く

・

加
賀
市
長
を
揺
り
動
か
し
、「
日
台
の
外
交
・
安
全
保

障
政
策
推
進
の
た
め
『
日
台
交
流
基
本
法
』
を
早
急
に

制
定
す
る
こ
と
」
と
い
う
加
賀
宣
言
と
な
っ
て
表
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
意
を
同
じ
く
す
る
全
国
市
長
会
有
志
が
立
ち

上
が
り
、
日
台
共
栄
の
た
め
地
方
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う

と
の
動
き
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

長
々
と
書
き
綴
り
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
八
年
（
一

八
九
五
年
）
以
来
の
五
十
年
間
に
先
人
が
台
湾
で
流
さ

れ
た
血
と
汗
と
涙
が
、
今
に
生
き
る
私
ど
も
に
一
源
三

流
の
強
い
絆
を
お
示
し
い
た
だ
い
て
い
る
以
外
の
何
物

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
は
過
去
に
学
び
、
李
登
輝

さ
ま
の
御
心
に
少
し
で
も
沿
え
る
よ
う
一
歩
一
歩
、
信

念
を
も
っ
て
行
動
し
て
ゆ
く
こ
と
を
肝
に
銘
ず
べ
き
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
日
ま
で

の
多
く
の
先
人
に
改
め
て
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
擱
筆

致
し
ま
す
。




